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「気になる子ども」の保護者への支援について 
― 保育園・幼稚園における事例研究 ― 
磯野眞紀子・井上厚子 
 
 
要 約 
 本稿では、保育園や幼稚園において出会う「気になる子ども」への支援にあたって、保育者（保育士・
幼稚園教諭）がその保護者（主に母親）にどのようにかかわっていけばよいか、意思疎通をはかる働き
かけに必要とされる要素について、事例を通して考察したい。事例 1（保育園での保護者支援）では、
母親支援が困難な事例について、事例 2（幼稚園での保護者支援）では、保護者・専門機関・幼稚園が
うまく機能した事例について、事例 3では、母親との意思の疎通がうまくいかなかった事例について、
援助経過を記述する。これら３つの事例を通して、保育者にとって「気になる子ども」の保護者へ働き
かけにあたって必要とされる要素が何であるかについて考察する。 
 
Ⅰ． 目的と問題の設定 
近年、保育の現場では「気になる子ども」ということばで表現される場面が増加している。園での集
団生活を送る上で何か引っかかりを感じる、友だちとうまく遊べない、行事に円滑に参加できないなど、
「気になる」ところの目立つ子どもが多く見られるようになったのである。もちろんその背景には、幼
児期の子どもの発達に関する保育者の知識が蓄積されてきたことによって、これまで見逃されてきた子
どもの行動が、保育者にとって気がかりになってきたという事情もあるであろう。 
保育の現場では、そういった子どもが、少しでも楽しく園生活を送ることができるように日々努力し
ているが、そのためには保護者の協力が大変重要な課題となってくる。保育者が保護者の協力を得るた
めには、「気になる」ことについての保護者とのある程度の共通理解が求められる。しかし、保護者と
の共通理解が困難である場合、集団生活における課題を残したまま就学することとなり、学校生活にお
いて子どもも保護者も大変苦労する事態となる。したがって、保護者と保育者が「気になる子ども」へ
の共通理解を持ち、園での生活を円滑に行うことができるようにすることが、保育園・幼稚園に求めら
れているのである。 
周知の通り「気になる子ども」の支援に関しては、文部科学省が『今後の特別支援教育の在り方につ
いて（最終報告）』において「一人ひとりの教育的ニーズを把握し、当該児童生徒の持てる力を高め、
生活や学習の困難を改善または克服するために、適切な教育を通じて必要な支援を行うものとする」こ
と明記している 1) 。 
また、近年では「気になる子ども」に関する研究もずいぶんと進んできている。しかし、それにもか
かわらず保育・教育現場での困り感は、依然として解決されないままである。その原因として、保護者
支援のあり方が難しいことがあげられる。保護者に対する支援は、その子どもの発達状況・気になりだ
した時期・入園の経緯・保護者の置かれている生活状況などにより多様であり、マニュアル化すること
は難しい。中田洋二郎が「親の障害の認識や、受容の過程は個々に違い、普遍化できるものではない」
と記しているとおりである２）。 
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そこで、本稿では、保育・教育現場での困り感に少しでも参考となるよう、「気になる子ども」の保
護者への支援のあり方について、事例を通して、具体的に考えてみたい。また、それと同時に、保育者
の資質の向上や専門機関との連携強化を有効に進めていくための方策についても検討してみたい。 
 
Ⅱ． 事例研究１（保育園での保護者支援） 
１. Ｇ保育園の概要 
（１） クラス編成 
0歳児人数 4名 
1歳児 12名    各 1クラス（保育士は各クラス 2名で担当） 
2歳児 14名 
3歳児 9名      1クラス（1名の保育士で担当） 
4歳児 12名 
5歳児 9名    縦割り各 1クラス（1名の保育士が担当、補助の保育士 1名） 
 
（２） デイリープログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．事例の概要 
（１） Ａ児の特徴 
     注意散漫・衝動性がある。 
     自分の体・気持ちがコントロールできない。 
     知的には平均より少し下（ボーダーライン）。 
     不器用で左右違う動きが苦手。 
     否定されることが多く、自信がない。 
     他児を巻き込んで、集団を乱す傾向がある。 
 
（２）エピソードで綴る事例の詳細 
エピソード１：初登園（2008年 11月 4日） 
初登園する（2歳児）。園庭の遊具で遊びたがり、部屋に入ろうとしない。母親と離れてから
は「ママー」と探しに部屋のあちこちに行って落ち着かない。おやつの時間に椅子に座るように
７：15 
10：00 
10：30 
11：30 
12：00 
13：15 
15：00 
16：00 
 
19：15 
順次登園・健康観察・自由あそび 
集まり・礼拝 
設定保育 
片付け・昼食の準備 
食事 
午睡（5歳児は活動） 
おやつ 
自由あそび・お帰りの準備・挨拶 
（家族の迎えに応じて順次帰宅） 
最終 降園 
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すると、初めて泣く。おやつ（桃）はまったく口にしない。慣らし保育なので午前中で降園する。
窓の外を見て「ママー」と呼び続ける。 
エピソード２：迎えの姿（2009年 2月） 
    夕方、母親が迎えに来ると、靴を下駄箱から取るものの、かばんを部屋まで取りに行ったり、
帰り支度を母親が全部しないとすねたり、泣いて怒るなどの行動が見られる。 
    帰りには必ず今日給食のメニューを玄関に置いておくが、その容器の蓋を必ず触る。父親が迎
えのときはすぐに帰宅する。 
エピソード３：進級（2009年 5月、クラスが変わり担任も替わる） 
    登園時に、バスから降りて園に来る途中、（朝食は食べているのに）コンビニで唐揚げやウイ
ンナーを食べているので、母親に昼食に影響するので止めるようにアドバイスするが、ぐずるか
らとの理由でやめない。   両親とも子どもとじっくり関わることが苦手なようで、すぐに叱
りつけ「この子アホでしょ」と決めつけてしまっている。母親には、本児の得意なことやできる
ことなど、長所をわかりやすく伝える。 
エピソード４：親の悩みⅠ（2010年 2月） 
    母親が、子どもが気になるようで「精神がおかしいのでは」と聞いてくる。園での様子を普段
から話しており、「気になるところがある」と伝える。同時に、あまり思いつめないように話し、
支援センター等を利用する方法もあると勧めるが、まだそこまでは考えていない様子である。母
親は「家でも対応に困っている。泣いてどうしていいのかわからない」と話す。これに対して、
他の保育士がやや安易に「大丈夫ですよ」と伝えてしまう。 
エピソード５：親の悩みⅡ（2010年 7月） 
    ３歳児になる。マンションの二階に住んでいたが、トイレにトイレットペーパーを詰まらせて
しまい、トイレの水が溢れて一階まで水が漏れ、一階の住民とトラブルになったため一軒家に引
越しをしている。しかし、そこでも近所の子どもとトラブルになって苦情が寄せられたため、母
親はＡ児を外に出さなくなる。両親との面談をするが、父親は車のなかにいて園には入って来ず、
母親のみとの面談になる。近所の家庭とのトラブルについて、母親は「私たちの育て方が悪かっ
たからこうなった」と話す。 
エピソード６：父親の参加（2010年 11月） 
    両親と担任・副担当・園長を交えて懇談を行う。父親の話を聞くと、子どもは園での様子と同
じであった。母親も、Ａ児とどのように関ってよいのか分からないとのことだった。家庭と園と
のつながりをつけるために、毎日、その日の出来事をノートに書いて渡し、子どもとどのように
かかわっていけばよいのかを考えていく。しかし、母親はいつも子どもの同じ行動しか書いてこ
ない。園では、Ａ児への対応を具体的に書くが、それに対する応答がない。最後に専門機関との
つながりの必要性を記すと、「連れて行きます」とは書いてきたものの、納得している様子はな
く、専門機関にも行っていない。主任のところに、副担任がＡ児をつねった、叩いたと抗議に来
たり、現担任には話をしないで、前の担任に話しかけたりすることもある。 
エピソード７：専門機関への相談を拒絶（2011年６月） 
    部屋に貼ってある虹の絵のなかで、Ａ児の絵だけがオレンジ色で塗りつぶされているのを見て、
母親はショックを受けてしまい、担任に心配だと話す。担任は、専門機関の電話番号を教えよう
かと母親に話すが、「考えてみる」とは言ったものの、専門機関には行っていない。 
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３．事例の考察 
  入園当初は、母親が泣いて保育園をたずねて、本人とどのように関ればよいのか分からないと言っ
ていた。そのことからも、母親がＡ児を育てる上で、育てにくいと感じていることは明かである。ま
た、そのことでＡ児を叩いたり、蹴飛ばしたり、暴言をはいたりもしている。 
一方、Ａ児は、運動会や生活発表会の練習にまったく参加しないで集団を混乱させるが、いざ本番
では、はじめから最後までやりきる。それを見ている母親は、「やればできる子ども」であると認識
している。Ａ児が友だちに怪我をさせることがあったが、母親が保育園に迎えに来たときにそのこと
を話すと、怪我をした子どもの家に電話をかけて母親が謝る。 
  同じクラスに、「気になる子ども」を持つ母親がいて、仲良くなり、わんぱくなだけだと話してい
る。 
  母親は、子どもに熱があっても、保育園に登園させる。 
  母親は、子どもが小さいとき叩いたり、暴言をはいたりの子育てだったのが間違いだったのではな
いか、わたしが悪いのだと言っている。また、自分とＡ児との関係にも問題を感じると話してはいる
が、心底からそのように思っているのではないようにも感じられる。 
  毎日の本人の行動のマイナス面を言わざるおえないこともあって、母親は保育者に対して心を開け
ようとしない。保育者が母親に一緒に考えて行こうと伝えても、よい返事はするものの、本当のとこ
ろどのような思いでいるのかつかめない状況にある。 
  「大丈夫ですよ」と話す保育者には、クッキーを渡して歓心をかったり、担当の保育者に対する批
判を言ったりする。これらの行動に対しては、保育者同士で話し合いを持ち、Ａ児や母親へのかかわ
り等を共通にしていき、母親への対応も一貫させておかなければならないと思われる。 
  以上のことから、母親はＡ児の状態を一応は理解しているが、認めたくないという強い気持ちがあ
り、そのことから、専門機関に行くことに強い抵抗感があるように見受けられる。しかし一方では、
Ａ児が集団に入ると感情が高ぶり、他児との間でトラブルになり、集団での保育ができないことがあ
るので、集団から離してしまうことがあることを母親に話しても、そのことに対して疑問もいだかず、
受け入れている。わが子が集団から離されて、他の子どもたちとまったく違う活動をしていることに
不満や疑問をいだかないということは、わが子に対してどのような思いを持っているのか、理解でき
ない面がある。 
  保育園としては、臨床発達心理士による巡回指導や療育通園施設Ｒ園の園長の指導の下に、Ａ児の
保育にあたっ 
ており、Ａ児の保護者にＲ園の園長との面談を進めて行く方向で話し合っている。 
 
４．課題 
  Ａ児が注意されてばかりいる母親は、保育者の話を素直に受け止められない状態にある。園側が専
門機関との連携を進めていこうとしても、母親は専門機関とかかわることに抵抗感をもつ。母親はわ
が子の「気になる」部分を受け入れることができていないのである。このような状況のなかで、保育
者は母親の思いをどう受け止めていかなくてはならないのか。また、保育園での子どもの行動をどの
ように伝えていけばよいのか。未解決の課題である。 
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５．結果 
   まず母親自身の思いを理解し、保育園職員の共通認識を広めるなかで、具体的にどのように母親
に対していくことが必要なのかを話し合い、実践を進めていかなくてはならない。そのためには、
「気になる子ども」に決まった担当の保育者をつけて、継続的でかつ一貫した保育を展開していく
ことが重要である。 
 
Ⅲ． 事例研究２（幼稚園での保護者支援Ⅰ） 
1. Ｈ幼稚園の概要 
（１）クラス編成 3歳児 １クラス 25名（担任１名、補助教諭 2名） 
4歳児 １クラス 35名（担任 1名、補助教諭 2名） 
          5歳児 １クラス 35名（担任 1名、補助教諭 2名） 
 
（２）一日の生活の流れ 
9：00 
 
11：15 
11：30 
12：00 
 
13：00 
13：40 
時差登園開始（～9：30） 身支度 
自分の好きな遊びを見つけて遊ぶ 
（設定保育をすることもある） 
片付け 昼食準備 
昼食（お弁当） 
自分の好きな遊びを見つけて遊ぶ 
礼拝 終わりの会 
時差降園（～14：20） 
 
２． 事例の概要 
（１）Ｄ児の特徴 
    Ｘ幼稚園に３歳で入園、４歳児クラスになってから登園拒否、退園する。 
    集団での活動が苦手で、甲高い声でよくおしゃべりをする。 
 
（２）エピソードで綴る事例の詳細 
エピソード１：入園決定までの母親の様子（2009年 12月～2010年１月） 
２回目の見学の時、前園でなぜ登園を嫌がるようになったのか、ある程度は推測しているもの
の不可解であると母親が訴える。Ｄ児がＨ幼稚園に行くことを希望しているという理由で、３回
目の見学に来園。しかし、また同じことになるのが怖いと言い、幼稚園そのものに対する不信感
が拭えない様子である。また、前園との対応（退園を伝えること）に自信がなく、決心がつかな
い。入園の意思を伝えることなく 4回見学して、冬休みに入る。 
    ３学期に入ってしばらくして、前園に退園を申し出たことを報告するために来園。入園手続き
に入る（1月中旬）。この時点では、Ｄ児に問題があるとの園への報告はない。幼稚園の対応と
しては、母親の気持ちに寄り添い、話を聞くこと、Ｄ児が心地よい状態で遊ぶことができること、
に重点を置くことを全員で確認する。来園時、フリーの教諭Ｅが対応する。 
エピソード２：入園までの母親とＤ児の様子（2010年 1月下旬） 
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２月の正式入園までの間、1月 18、22、25、26、27、29日の計 6回、遊びに来園する。フリ
ーの教諭Ｅが付き添い、Ｅ教諭との時間を楽しみながら園で過ごす。18日と 22日は母親がずっ
とその場にいて見守っていたが、Ｄ児が安定して遊んでいることと、母親自身のＨ園への信頼度
が増したことにより、25日以降はＤ児を送ってきたあと一度帰宅して、お昼ころに迎えに来る
という方法をとりたいと訴える。幼稚園としては、Ｅ教諭が付き添うことができる状況なので、
母親の思いを受け止め、Ｄ児のみの来園を了承する。 
エピソード３：スケジュールの使用開始（2010年 1月下旬） 
見通しを持つことによって安心感が高まるというＤ児の様子から、22日からスケジュール表
を使用することを母親に伝える。特にそのことについての母親の反応はみられない。 
エピソード４：連絡ノートの開始（2010年 2月） 
２月正式入園後、2月 3日から保護者との意思の疎通を図るため、連絡ノートを開始する。「あ
りのままのＤを受け入れていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。わずかな間にＤの心の中も
変化してきているように思います。あんなに幼稚園嫌いだったＤが、信じられないほど。今では
すっかり幼稚園大好きっ子になっていることに非常に驚いています。」とはじめに書いてきてい
る。母親の安堵感が強い。 
エピソード５：生活発表会の欠席（2010年 2月） 
生活発表会は欠席であった。母親の連絡ノートには『朝は普通に起きて、身支度も済ませてい
ました。異変が起きたのは出発５分ほど前です。なにやらソワソワしはじめて、気がつけば私の
服の裾をつまんでベッタリ。「発表会のとき、先生は誰が一緒にいてくれるのかなぁ？」「鈴を
しているときに恥ずかしくなったら途中でやめてもいいのかなぁ？」「後ろ向きで鈴しようかな
ぁ…」など、不安な質問攻めでした。「Ｄはどうしたい？」と聞くと、首を横に振るだけでした。
「じゃぁ、お休みするの？」と聞くと「うん」とうなずきました。「じゃあ、来年、大きい組さ
んになったら発表会に出ようね」と約束しました。日曜日の夜、枕元で「あした、幼稚園に行っ
たら先生、なんていうかなぁ」とつぶやいておりました。園でどういう言葉が飛び出るか、少し
気になりますが、よろしくお願いします。』と記されている。Ｄ児の葛藤と、思いを受け止めよ
うとする母親の様子がよく出ている。 
エピソード６：Ｆ病院で受診（2010年 2月） 
前園での登園拒否、またＨ幼稚園での集団生活の困難さを目の当たりにして、2月 22日にＦ
病院で受診すると母親から報告を受ける。診断結果、広汎性発達障がいとの報告が付き添ってい
るＥ教諭にあった。同時期に通園の療育Ｇ教室に４月から月２回通うことを決定する。しかし、
母親は受け止めきれない思いをＥ教諭に立ち話で伝える。報告などが、すべて立ち話でさらっと
伝えられるだけである。幼稚園に対して書面や報告文という形で現れない。診断結果にまだ面と
向かえない母親の姿がうかがえる。 
エピソード７：母親の変化（2010年 3月） 
3月 12日のノートに「やはり、Ｄは他のお友達よりも、少しこだわりが強く、気に入ったこ
とは何度も繰り返し遊ぶ傾向があるんだなぁと感じました。切り替えて遊ぶのが苦手だから、お
友達との関わりでつまづきが出てくるんでしょうね…」と書いてあり、母親がＤ児自身の問題と
して受け止め始めていることがわかる。3月 16日「最近は注意をしても、そのままのセリフを
オウム返しされることが多くて、ついつい私の怒りも倍増してしまい……悪循環状態です…（中
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略）…発達障がい児としつけの問題…線引きが難しく…」と書かれていて、母親の気持に変化が
現れていることがわかる。 
エピソード８：進級（2010年 4月） 
Ｄ児の感情のコントロールが不安定であることを考慮し、補助教諭をつけることに決定する。
入園当初から付き添っていたＥ教諭が担任となる。そういった園の対処に感謝の気持を表現して
くれる。しかし、環境の変化から不安定になることは避けられず、また、年齢が高くなることで
現われるやりにくさに、母親が叱ることが増えた。しかし、その時点では、幼稚園としてそのこ
とへの的確な対応ができていなかった。 
エピソード９：Ｆ病院・Ｇ教室との信頼関係（2010年 4月） 
母親が、Ｄ児に対してやりにくさを感じたときや疑問が生じたとき、すぐに相談に行くことが
できる心強い存在として、Ｆ病院のことがノートに出てくるようになる。4月 13日「オウム返
しのことについて」5月 25日「同じ事柄がいいときと悪いときがあることの理解について」「興
奮状態のときのコントロールについて」「架空の友達との会話について」などである。 また、
Ｇ教室では、6月 3日「可視化の方法」を聞いてきて、幼稚園でも試してみるように依頼される
など、専門機関⇔母親⇔幼稚園の連携が有効に機能し出す。 
エピソード 10：就学に対する不安（2010年 5月～） 
5月 10日のノートに、就学先がマンモス校であることを懸念、隣接する市の校区に家を新築
することが書かれていた。10月末、引越しも滞りなく終了し、就学相談も順調。11月 10日の就
学前検診は行けなかったが、前向きに捉えられている。特別支援学級への入級を決め、その後は、
卒園までよい連携を保ちながら過ごすことができた。 
 
Ⅳ． 事例研究３（幼稚園での保護者支援Ⅱ） 
１．Ｈ幼稚園の概要 
   前記事例に同じ。 
 
２．事例の概要 
（１）Ｊ児の特徴 
食道やその他の病気を持っている。 
他児がいると、その遊具には上れない。母親を道具のように使う。 
多動である。場面の転換に時間を要する。 
 
（２）エピソードで綴る事例の詳細 
エピソード１：母親の幼稚園への過剰な期待（2007年 4月～6月） 
    「少人数」「一人ひとりを大切に」などの園の方針を過大に解釈。病気を抱えているのだから、
当然、一人張り付いてもらえるものと思っていることがうかがえる。また、母親がＪ児を世話す
るのと同じ感覚で、担任や補助教諭にみてもらえるものと確信を抱いている。そこで、幼稚園の
生活において母親の思いと違う部分があるとクレームをつける。「どうしてこんなことをするの」
「どうしてしてくれないの」と、たびたびいらだった表情を見せ、激しく抗議をする。幼稚園と
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しては、集団行動も取りにくく体調への配慮のこともあるので、6月から一人補助教諭をつける
ことを決定、母親に伝える。そのことについては素直に喜ぶ。 
エピソード２：母親との埋まらない溝 
    数字が大好きで、木の実を見ると並べて数え出す。壁面の傘を見ると、「赤・青・緑……」と
色を繰り返し順番に言い出す。黄色にこだわる、集団の中に入るのが苦手、場面転換が苦手、人
見知りをする、などの状態が入園後 1学期間続いたので、夏休み中に専門医にかかってもらおう
と、母親と話をする。病気でかかっている医師に相談したところ「心配ない」とのことで、父親
とともに「レッテルを貼った」と激しい抗議に来る。 その後も要求はかなり激しく、補助教諭
の精神状態が不安定になるほどであった。担任も園長も応対するが、なかなかかみ合わず、３歳
児クラスの一年間は大変な状況であった。 
エピソード３：４歳児クラス組への進級と新たな補助教諭との関係、連絡ノートの開始（2008年 4月） 
４歳児クラスに進級。担任及び補助教諭が変わる。母親との意思の疎通を円滑にするため、連
絡ノートを開始する。母親に対して、補助教諭をつける理由はあくまで体調管理のため、と話す。
しかし、実際には、集団へのかかわり、こだわりやパニックの対処、担任の指示の理解などの支
援などが補助教諭の重要な役割であった。これにともない母親からの補助教諭に対する要求がエ
スカレートする。Ｊ児の特徴ある行動や発言は、指導すれば改まると思っていて、「Ｊのしゃべ
り方で、文法的に間違っている表現があります。文法的に正しい表現を、時々指導してください。
しかしＪ児には、思っていることを表現することが今大切です。まねっこ遊び、ごっこ遊びや見
立て遊びで、ことばの理解力を伸ばしてやってください」などなど。 
幼稚園としては、Ｊ児の状況を見ながら、遊びを通しての指導や生活習慣の確立に向けて、様々
なことに取り組んでいるのだが、それらのことについては、母親にはまったく見えていない。と
にかく、母親は子どもの発達について少し勉強すると、それがすぐに幼稚園への要求になる。Ｊ
児が特別だとは感じていない。時々面談しても、母親とのすれ違いはうずまらず、話はなかなか
噛み合わない。 
エピソード４：最終学年へ 
  身体の状態が安定してくると、「もう大丈夫ですから、担任の先生がＪ児を見てください。補
助はいりません」との要求が、母親から出される。特定の女児とはうまく遊んでいるが、集団行
動や友達関係が難しい。しかし、母親に集団での様子を伝えながらＪ児に補助教諭をつけようと
しても、その意味がなかなか伝わらず、結局補助教諭なしで 1年を過ごし、課題を抱えながらの
卒園となる。 
 
Ⅴ． 事例２・３の比較を通してみた成果 
 上記のＨ幼稚園での事例２は、５歳児クラスになる直前から、Ｄ児の思いや行動について母親との共
通理解ができるようになり、そこから母親・幼稚園・療育機関・病院との円滑な関係が生まれるように
なった。学校との関係も円滑にいき、支援学級に入級したものの、ほとんど原学級で過ごすことができ、
友達関係も生まれてきつつあることを、１年生の参観に招待されて報告を受けた。母親も就学時には緊
張していたが、その後とてもリラックスした様子に変化していた。 
しかし、同幼稚園での事例３では、なかなか母親とのコミュニケーションがうまくいかず、十分に支
援ができたとは言えない状態のまま就学することとなった。 
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これら二つの事例を通して、事例３では保護者との円滑な関係を築くことの大切さを痛感し、「気に
なる子ども」を受け入れるたびに、保護者の様子を細かく報告しあうよう保育者間で気をつけるように
なった。また、特別支援教育園内委員会を設置し、特別支援コーディネイターを指名しているが、その
機能を十分に活用して個々の事例を具体的に話し合うようになった。また、Ｈ幼稚園では、毎年春から
夏にかけて、Ｒ大学大学院と協力し、５歳児全員の発達検査（新版Ｋ式）を行い、そのときに、３・４
歳児で「気になる子ども」の発達検査も行っている。しかし発達検査を受けるには保護者の同意が必要
であり、受けてみるよう勧めるにしても教諭の力量が必要となる。また、検査結果が出ても診断できる
ものではないので、専門機関に行くように勧める手だてとならない場合もある。 
事例２の場合、３・４歳児のときに発達検査を受けるよう勧めることができず、集団生活になじめな
いまま５歳児になった。５歳児の時の検査では、母親はＤ児のできているところをとても喜ぶ一方で、
できていないところは、検査者を信用しない、あるいは、場所や雰囲気で緊張したためとして受け入れ
ようとしないため、それ以上踏み込むことができなかった。 
ある高機能自閉症児の父親が、卒園前の連絡ノートに、次のような一文を記している。 
「唐突ですが父親です。…（このあと、しばらく３歳児から卒園までの間に変化したこと、そして園
へのお礼が続いて）…これからも幼稚園には、毎年新しい入園者を向かえ、毎年季節折々の行事があり、
毎年この時期卒園児を見送っていかれることでしょう。その中に、またＫのような子がきっといること
と思います。私たちと息子がそうであったように、いや、それ以上に、先生方の大きな愛情で見守って
あげてください。お願いいたします。しかし、実際、Ｈ幼稚園出身の子で、幼稚園時代はＴグループ（支
援を必要とする子どもたちの親の会）に入っていなかった子で、学校に行ってから、明らかに発達障が
いが疑われ、問題を抱えている子がいると聞きました。速いうちから分かっていれば、もう少し違って
いたかもと思うと、見逃しが少しでもなくなるようにと願ってやみません。」 
記述の中に出てくる「学校に行ってから発達障がいが疑われる」とある子どもも、幼稚園として決し
て見逃していたわけではない。うまく、専門機関とつなぐことができなかったのである。 
 
Ⅵ． 考 察 
「気になる子ども」の多くは、発達障がいといわれている子どもたちの枠に入るであろう。保育園・
幼稚園の現場が望んでいることは、決して、「気になる子ども」の気になる部分を払拭しようとか、引
き上げようというものではない。また、園側が、保護者に障がいがあることを告知できるわけでもない
し、そもそもその資格もない。 
保育者の役割は、しんどい母親の思いに寄り添い、いくらかでも生活が楽に送れるようになること、
また、その子にとって園での生活も楽しいものになるようにすること、である。そのために、母親との
信頼関係を築き、子どもの姿をありのまま話し、母親に理解してもらって、できれば専門機関を紹介し
て受診をしてもらう、というのが良い流れだと考えるが、実際はそんなに簡単なことではない。なかな
か円滑に進まない事態に、「気になることも」の保育に困難さを感じている保育者も少なくない。 
また、専門機関を紹介して受診してもらったとしても、問題は残る。専門機関や保健所で、「もう少
し様子を見ましょう」といわれた場合、保護者としては、必ずしも経過観察とは受け取らない。「様子
を見ていれば大丈夫だといわれた」とか「おかしいと思ったらまた行けばいい」という受け取り方にな
ってしまう場合が多いのである。そして、それっきり、行かなくなるケースが出てくる。「もう少し…」
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というなら、「あと３ヵ月後に」などとはっきりと時期を示して欲しいし、できるものなら通園施設で
経過観察を行って欲しいと感じる。 
事例の幼稚園があるＴ市の場合、専門機関にかかろうとすると、市の保健所に相談するか、病院の発
達外来にかかるかしかない。しかも、診断を受けるための時間やエネルギーが必要になる。他にも子育
て支援の事業はあるが、子どもが保育園や幼稚園に就園している場合は利用しにくいという側面もある。
事例の保育園のある O市の場合も、時間がかかる点では同じである。 
 こう考えてくると、やはり保育園や幼稚園の果たすべき役割は大きい。保育者が、その専門性を高め、
保護者をうまく専門機関につなぐ力量が必要となってくる。そのためには専門機関と幼稚園・保育園が
普段から密に連絡が取れるようなシステムを構築する必要がある。川池智子はその調査で、保護者との
かかわりの難しさを訴えている保育者の声を報告しているが、Ｈ幼稚園の保育者たちも、「気になる子
ども」の保育の困難さよりも、保護者とのかかわりの困難さの方に課題を感じている 3) 。 
 今後は私立幼稚園も、都道府県・市町村や専門機関との連携を深め、専門家による巡回指導のシステ
ムを構築するとともに、特別支援教育を担う保育者としての資質を高めていく必要があると考える。ま
た保育園では、現在ある巡回システムを最大限に利用して、巡回指導員と保護者との面談の機会を積極
的に設けていく必要がある。同時に、園内研修に専門家を招きワークショップを持つなど、具体的な事
例を通して資質向上を図る必要があると考える。 
 今回の研究では、まだ不十分な点も多いので、 今後も現場での保護者対応の具体的なケースを検証
していく必要がある。 
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Some Factors to Consider When Providing Support to Parents / 
Guardians and Their Children with Worrisome Problems 
― A Case Study Based on the Past Experiences of Nursery School and Kindergarten Teachers ― 
 
Makiko ISONO・Atuko INOUE 
 
 
Our aim in this paper is to investigate the factors needed for a mutual understanding between caretakers (teachers of 
nursery schools and kindergartens) and children’s guardians (mainly their mothers) when supporting so-called “children 
with worrisome problems” by describing and analyzing the processes in the following three cases: 1) when supporting a 
mother was difficult, 2) when the communication among a guardian, a supporting institution and a kindergarten worked 
well, and 3) when the communication between a mother and a kindergarten did not function well. 
